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令和 6 年度 甲府市社会福祉審議会第２回全体会 

 

開催日時：令和 6年８月22日（木） 15時 30分～17時 00分 

場 所：甲府市役所本庁舎 4階 大会議室 

出席委員：丸山正次委員長、外川伸一委員、山田文夫委員、保坂保委員、柄沢眞委員、 

茅野昭勇委員、山本秀樹委員、星野和實委員、志田昌子委員、加藤真紀子委員、 

越水眞澄委員、岡村昌典委員、神吉まゆみ委員、荻原隆宏委員 

欠席委員：古屋知子委員、寺田是委員 

担 当 課：【福祉部】 

輿石福祉部長、石川福祉支援室長、森本長寿介護課長、神宮寺健康保険課長 

※欠席：田中障がい福祉課長 

【保健衛生部】 

 永倉保健衛生総室長、渡辺生活衛生室長、深井健康政策課長、 

三枝医療介護連携担当課長、浅川地域保健課長 

【子ども未来部】 

望月子ども未来総室長、村山子ども政策担当課長、浅川子ども応援課長、 

小山田子育て支援課長、田野口子ども保育課長、小田切母子保健課長 

     【甲府市社会福祉協議会】 

横打地域福祉推進課長、有賀交流参画課長、浅川福祉支援課長 

事 務 局：窪田福祉総室長、神田総務課長補佐、望月計画係作業主任 

傍  聴：なし 

 

【第２回全体会】 

１ 開 会 

２ 委員長あいさつ 

３ 議 事 

（1）経過報告 

（２）「第４次 健やかいきいき甲府プラン」に定める事業の令和５年度における 

進行管理及び評価について 

①地域福祉推進計画 

     ②保健計画 

     ③子ども･子育て支援計画 

     ④障がい者福祉計画 

     ⑤高齢者いきいき甲府プラン 

（３）その他 

 
○資料  

・甲府市社会福祉審議会経過報告 

      ・資料‐１ 数値目標設定事業実施状況（地域福祉推進計画） 

   ・資料‐２ 数値目標設定事業実施状況（保健計画） 
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   ・資料‐３ 数値目標設定事業実施状況（子ども･子育て支援計画） 

   ・資料‐４ 数値目標設定事業実施状況（障がい者福祉計画） 

・資料‐５ 数値目標設定事業実施状況（高齢者いきいき甲府プラン） 

     

 

◆会議の内容◆ 

１ 開会  

２ ・委員長あいさつ（要旨） 

本日は、各専門部会で、あらかじめご意見をいただいた内容を踏まえ、昨年度の進捗

管理について報告するものである。その進捗管理にあたっては、担当されている各分科

会の委員の方々は、もう既に自分の計画は確認していただいているところであるが、本

日は全体を見通すという形で議論を進めるので、委員を務めていない他計画にもご意

見をいただき、全体として進められることが、この会議を進める上で意味があることで

あることと思う。是非、本日もまた活発なご議論をお願いしたい。 

 

・事務局より報告 

４月 30日に開催した第１回社会福祉審議会全体会以降に交代した委員の 

委嘱・紹介 

   ・甲府市自治会連合会 会長 保坂 保 

    ・甲府市愛育連合会  会長 山本 秀樹 

 

３ 議事 1４/1６人の出席で本審議会成立 

（１）経過報告 

      配付資料「甲府市社会福祉審議会経過報告」に基づき、事務局より説明 

       ・質疑等なし 

 

（２）「第４次 健やかいきいき甲府プラン」に定める事業の令和５年度における 

進行管理及び評価について 

 

①地域福祉推進計画 

 Ａ委員 

  ・自治会では様々な負担がある中、いきいきサロンの実施主体も自治会が多い

と思う。ＮＰＯ等自治会以外も検討してみてはいかがか。 

また、設立の相談が31件に対しての新規２件の設立は少ないのではないか。 

その要因は何か。 

 Ａ課長 

  ・興味や関心を持たれたところは 31件あったが、運営者の必要性や、収支報

告の提出などといった内容を説明する中で、準備がまだできてないというこ

とで、見合わせたところもあることから、2件にとどまったと考えている。 

   サロンは、おおむね自治会単位に設立されているが、主体は自治会ではなく、
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地域の高齢者の方々が、介護予防を含めて、顔を合わせる気軽な茶話会などを

実施しているものである。 

今後の新規設立の拡大につながるよう市福祉部等と共同で設置している甲

府市地域福祉推進共同連携会議で内容を現在検討している最中である。 

 

     Ｂ委員 

      ・シニアクラブでも、いきいきサロンを４組申し組んでいく予定であるが、な

かなか進まないところがあるので、各シニアクラブの長がまとまって説明を

聞いて進める予定である。 

 

     Ｃ委員 

      ・自分の地区でもサロンの会長を引き受けている。紙ベースでの報告が労力を

要するのでパソコンでの報告に変えた経験がある。事務内容の検討が必要で

ある。 

 

    ②保健計画 

     Ｄ委員 

      ・ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）は、普及啓発が難しいと思うが、どのような

周知を行っているのか。 

     Ｂ課長 

      ・周知の方法としては、地区担当保健師等が地域に出向くときの健康教育や健

康相談といった場などで行っている。これまではコロナ禍もあり、なかなか地

区活動が進まなかったが、新型コロナウイルス感染症も５類になったことか

ら、理解しやすく、わかりやすい普及啓発を図っていく。 

Ｅ委員 

 ・ＣＯＰＤは、健診の際にＣＴを導入しないと発見は難しい。 

 

Ｆ委員、Ｇ委員 

      ・指標一覧表の作り方が、他の計画と違い審議するのが難しい。他計画と同様

に全ての事業実施状況のシートを作成するべきだ。 

     Ｃ課長、Ｂ課長、Ｄ室長 

      ・ご指摘を踏まえて一覧表の記載の方法を検討し、次回の審議会で報告してい

く。 

 

    ③子ども･子育て支援計画 

Ｅ委員 

     ・延長保育については、少し必要性が変化していることを踏まえ、今までの目標、

数値を少し減らしているのか。 

      また、病児保育、これはコロナ禍の影響なければ、令和元年度の 8,300人ぐ
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らいに戻ったかもしれないが、減らさないほうがいいと思う。 

それと、養育支援訪問、こちらも目標値を下げて事業を縮小していくのか。 

Ｅ課長 

     ・令和 5 年度の実績数値、こちらは児童福祉専門分科会の計画部会の方でも共

有させていただいた。今年度、計画策定の年になっているので、これからの計画

の数値目標については、分科会の中でご審議をいただくということを考えてい

る。 

 

    ④障がい者福祉計画 

     Ｆ委員 

・全体的に継続推進が多い。別の事業に吸収される場合などは、継続推進ではな

いのではないか。例えば、医療型児童発達支援は、児童発達支援に一元化と書か

れてあり、医療型児童発達支援が終了すると継続推進ではなく改善とするので

はないか。 

     Ｆ係長 

     ・統合されたが、事業は継続しているので継続推進としている。 

 

     Ｈ委員 

     ・報酬改定が今年度 4 月あり、事業所も厳しい状況になっている。事業所の利

益など市の考えを伺いたい。 

     Ｇ室長 

     ・今回報酬改定で厳しい状況にある事業者がいることは、認識をしているところ

であるが、各種加算もあるかと思うので、それらをしっかりと周知を行うととも

に、団体等との意見交換会などあらゆる場面を通じて事業所の皆様との情報共

有させていただくなど、行政としてできることをしっかりと行っていきたいと

考えてる。 

      

     Ｉ委員 

     ・本計画は41事業とかなり多く、それぞれの事業について制度が複雑であった

り、今般の報酬改定で内容も大きく変わり、評価方法もかなり大変だったと思う。

我々事業者も、利用者支援を大事に考えて活動を支援しているが、互いに情報共

有を図りながら、わからないことを聞きあったりとか、研修会を開催していただ

いくとか、密な連携を図って欲しいと思う。 

      

     Ｄ委員 

     ・計画値に対して、実施できる事業所が少ないように感じる。 

     Ｇ室長 

     ・今後、分科会等で協議していきたい。 
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    ⑤高齢者いきいき甲府プラン 

    Ｈ委員 

    ・市民後見人活動で 50歳以上の登録者が０人だが、市民後見人として、若い人も

含め活動する方を増やす具体的な案があるのか。私も市民後見人の登録者である

が、高齢の方で経験値がある点は大変いいことだが、やっぱり若い人の力も必要で

あると思う。 

    Ｈ課長 

・市民後見人活動で 50歳以下の方を増やすことについては、今年度から新たな計

画がスタートしている中で、養成講座に関しては、昨年度に引き続き、広報こうふ

で全市的な形で周知をしている。加えて、民生委員児童委員協議会の会合の中でも

ご紹介をさせていただく中で、広く地域で福祉に携わっている方など、新たな方を

養成したいというところで、年齢というより、もう少し広い形にはなるが、将来的

にそういった広がりによって、50歳以下の方々も含めて、市民後見人を増やして

いきたいと考えている。 

    

   Ｇ委員 

   ・なぜ、この計画だけ、プランという名称なのか。 

    加えて、評価のフォーマットが他計画と違うのはなぜか。 

   Ｈ課長 

・本プランの名称については令和３年のときから高齢者いきいきプランという名

称になったが、それまでは高齢者支援計画とういう名称であった。高齢者を支援す

るばかりではなく、高齢者の方々にも生き生きと活動してもらいたいなどの考え

から、支援するばかりではなく、高齢者の方もぜひ活動・活躍をしてもらいたいと

いう意味を込めて本名称になったところである。 

続いて、評価の内容については、本プランでは成果指標また、活動指標を、達成

や未達成という形にしている。こちらに関しては高齢者の分科会などを通じ委員

の方々のご意見を取り入れる中で、このような評価となっている。 

 

  （３）その他 

   「（仮称）甲府市こども計画」策定に向けた取り組み状況と、今後のスケジュール

について、別紙『「（仮称）甲府市こども計画」策定に向けた取組状況と今後のスケ

ジュール』に基づき、現況を説明。 

    ・質疑等なし 

 

４ 閉会 

 


